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科目概要 

授業内容 
地域の暮らしを支える自治体を取り巻く「大状況」（財政危

機，市町村合併，道州制など）について講義する。 

到達目標 
「大状況」の動きとこれからの地域やこの国のあり方について

学ぶことにより、地域の主体としての認識が得られる。 

授業計画 

（1）はじめに 

（2）変化する行政環境(1) 

（3）変化する行政環境(2) 

（4）地方分権 

（5）政策官庁としての自治体 

（6）自治体の政策活動 

（7）地方議会(1) 

（8）地方議会(2) 

（9）公務員制度(1) 

（10）公務員制度(2) 

（11）財政危機 

（12）市町村合併(1) 

（13）市町村合併(2) 

（14）道州制 

（15）総まとめ 

自学自習 

事前学習 
・「使用教材」を前もって読んでおくこと。 

・意味のわからない用語は辞書等で事前に調べておくこと。 

事後学習 
・レジュメなどをファイルする際に、ポイントや専門用語の学

び直しを行うこと。 

使用教材・ 
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成績評価方法

と基準 

受講態度20％、終了試験80％（自治体を取り巻く状況及びそれへの対応に

ついての主要な認識を基準とする。） 

備考  
 


